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国
産
材
の
供
給
量
は
、
昭
和
四
二
年
を

ピ
ー
ク
に
最
近
ま
で
減
少
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
十
四
年
を
底
に
増

加
傾
向
に
転
じ
、
そ
れ
に
伴
い
製
材
用
や

合
板
用
を
中
心
に
国
産
材
の
自
給
率
が
回

復
し
て
い
ま
す
。
国
産
材
供
給
量
の
増
加

と
と
も
に
自
給
率
も
回
復
し
て
い
る
の
は
、

国
内
市
場
に
お
け
る
国
産
材
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
を
示
す
も
の
。
国
産
材
の
需
要
は
、

着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
価
格
の
面
で
は
、
国
産
材
に
つ

い
て
も
国
際
的
な
相
場
の
中
で
決
定
さ
れ

る
た
め
、
国
産
材
、
特
に
ス
ギ
材
は
も
は

や
国
際
価
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
そ
の
生
産
コ
ス
ト
も
国
際
レ
ベ
ル
に

向
け
て
抑
え
て
い
か
な
く
て
は
、
安
定
的

な
国
産
材
の
供
給
は
保
証
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
現
在
、
国
有
林
で
進
め
て
い

る
の
が
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
普
及
。
国
産
材
安
定
供
給
の
基
礎
と

な
る
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
取

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

着
実
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

国
産
材
を
供
給
す
る
た
め
の

基
礎
づ
く
り

国有林の取組みの現状と今後

～低コスト作業システムの　
整備・普及に向けて～

森林が持つ多面的な機能や美しい森林の保全と並んで
木材の計画的・安定的供給も国有林の重要な役割。国産材の供給増加に向け

国有林が先駆けとなって進めている低コスト作業システムについて紹介します。

円滑に作業を行うために必須な作業路の整備（関東森林管理局管内での現地検討会の様子）

高性能林業機械の導入で作業の効率化を図る（東北森林管理局管内）
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国
有
林
で
は
、
育
成
途
上
の
人
工
林
の

間
伐
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
木
材
生
産
に

お
け
る
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
普
及
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
高
密
路
網
の
整
備
、
列
状
間
伐
、

そ
し
て
高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
の
三
点

が
ポ
イ
ン
ト
。

高
性
能
林
業
機
械
の
能
力
に
よ
っ
て
高

い
生
産
性
を
確
保
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

例
え
ば
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
直
接
木
寄
せ
す
る

な
ど
、
従
来
の
作
業
シ
ス
テ
ム
で
は
複
数

の
工
程
や
人
数
を
必
要
と
し
た
作
業
を
大

低コストで高効率な
作業システムに向けて
国有林が目指す方向

低コスト作業システムを目指して

列状間伐
列状に間伐することで、作業効率が高まると
ともに、安全性も確保

グラップルによる木寄せ
路網を整備し、グラップルで木寄せを実施。
高い生産性が期待できる

フォワーダによる集材（土場への搬入）
路網を活用してフォワーダ（右）集材し、作
業人数や作業工程を低減できる

き
く
簡
素
化
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
作
業
を
効
率
的
に
行

う
と
と
も
に
、
調
査
の
簡
素
化
や
安
全
性

の
確
保
に
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

の
が
列
状
間
伐
で
す
。

そ
し
て
、
高
性
能
林
業
機
械
が
真
価
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
高
密
度
の
路
網
が
不

可
欠
。
使
用
す
る
機
械
や
作
業
の
内
容
を

踏
ま
え
、
簡
易
か
つ
耐
久
性
の
あ
る
作
業

路
の
整
備
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
少
な
い
人
数
、
少
な
い
工

程
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
シ
ン
プ
ル
な
作

業
シ
ス
テ
ム
こ
そ
、
高

い
生
産
性
と
低
い
コ
ス

ト
を
両
立
さ
せ
、
国
産

材
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

国
有
林
で
は
、
民
有

林
に
先
駆
け
て
、
こ
う

し
た
低
コ
ス
ト
作
業
シ

ス
テ
ム
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

・少ない人数、少ない工程を組み合わせたシンプ
ルな作業システム

・簡易で耐久性のある作業路網の整備

・列状間伐の推進

・グラップル、プロセッサ、フォワーダなど車両
系機械を中心とした、高性能林業機械の活用
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安
定
的
な
国
産
材
供
給
の
た
め
に
は
、

我
が
国
の
人
工
林
の
太
宗
を
占
め
る
民
有

林
で
の
取
組
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

国
有
林
は
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム

の
モ
デ
ル
的
な
実
施
や
現
地
検
討
会
を
通

じ
て
、
民
有
林
関
係
者
へ
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。

各
森
林
管
理
局
が
実
施
す
る
現
地
検
討

会
で
は
、
事
業
体
や
自
治
体
な
ど
地
域
の

民
有
林
関
係
者
に
呼
び
か
け
、
路
網
整
備

や
作
業
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
の
検
討
や
先

進
的
な
事
業
実
施
の
見
学
な
ど
を
行
っ
て

低コスト作業システムの
民有林への普及

近
年
、
合
板
工
場
や
集
成
材
工
場
、
大
型
製
材
工
場
な

ど
、
従
来
は
外
材
が
主
で
あ
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
食
い
こ

む
国
産
材
製
品
を
生
産
す
る
大
規
模
な
拠
点
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
大
口
需
要
者
に
対
す
る
大
量
か
つ
安

定
し
た
木
材
供
給
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
企
画
競
争
に
よ
っ
て
相
手
方
を
選
定
し

た
上
で
、
需
要
の
拡
大
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
間
伐
材
な

ど
を
中
心
に
、
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
販
売
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
販
売
を
通
じ
て
、
多
段
階
で

細
い
流
れ
で
あ
っ
た
国
産
材
の
流
通
構
造
を
改
め
、販
売
・

流
通
・
加
工
を
通
じ
た
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
寄
与
す
る
よ

う
取
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
民
有
林
・
国
有
林
を
通
じ
て
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク

別
・
都
道
府
県
別
に
協
議
会
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
こ
う

し
た
国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
取
組
が
始
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
国
有
林
は
こ
う
し
た
取
組
み
の

先
導
と
し
て
、
ま
た
中
核
と
し
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国産材の
安定供給に向けた
国有林の取組み

・国有林の現地検討会への民有林関係
者の参加

・国有林からの情報、データの提供
・民有林・国有林を通じた研修の実施

民有林への普及

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
や
デ
ー

タ
は
様
々
な
場
を
通
じ
て
広
く
提
供
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
群
馬
県
沼
田
市
に
あ
る
林
野
庁

森
林
技
術
総
合
研
修
所
林
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
で
は
、民
有
林
・
国
有
林
を
通
じ
た
簡

易
で
耐
久
性
の
あ
る
作
業
路
の
企
画
担
当

者
や
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修
を

開
始
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
企
画
者
養

成
研
修
を
三
回
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
研

修
を
四
回
実
施
し
、
延
べ
一
一
五
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
研
修
フ
ィ
ー
ル

ド
も
国
有
林
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
画
者
養
成
研
修
で
は
、
路
網
密
度
や

高
性
能
林
業
機
械
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

傾
斜
分
布
に
基
づ
い
た
路
線

の
検
討
を
は
じ
め
、
作
業
路

を
企
画
す
る
た
め
に
必
要
な

知
識
が
習
得
で
き
ま
す
。
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
研
修
で
は
、

切
り
土
を
抑
え
る
工
法
や
水

処
理
の
工
夫
な
ど
、
実
践
的

な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
技
術
を
習

得
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
が

民
有
林
へ
普
及
し
、
国
産
材

の
供
給
増
加
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

合板工場のストックヤード
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群
馬
県
沼
田
市
に
あ
る
森
林

技
術
総
合
研
修
所
林
業
機
械
化

セ
ン
タ
ー
で
は
、
簡
易
で
耐
久

性
の
あ
る
作
業
路
に
つ
い
て
の

研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
研
修
で
は
、
壊
れ
に
く
く
、

周
囲
の
環
境
へ
の
負
担
が
少
な

い
簡
易
で
耐
久
性
の
あ
る
作
業

路
の
線
形
を
描
く
企
画
者
や
実

際
に
現
場
で
作
設
す
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
（
技
術
者
）
を
養
成

し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
に
よ
っ
て
養
成
さ

れ
た
人
材
が
各
地
で
指
導
者
と

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
的

な
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

機械化センターにおける
低コスト作業路研修

企画者養成のための研修
簡易で耐久性のある作業路の設計にあたる企画者を養成

講義の様子
企画者研修は、作業路に関する基礎知識をはじめ、全国の事例などの
講義が行われる。路網の設計・計画についての講義も実施

オペレーター養成のための研修
実際に簡易で耐久性のある作業路を作設するオペレーター（技術者）
を養成。研修実習林にて、実際に機械を用いて行われる

全
国
の
各
森
林
管
理
局
で
は
、

昨
年
度
か
ら
路
網
整
備
を
軸
と

し
た
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム

の
普
及
・
定
着
に
向
け
た
現
地

検
討
会
を
積
極
的
に
開
催
し
て

お
り
、
平
成
十
九
年
度
も
各
森

林
管
理
局
で
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

現
地
検
討
会
に
は
、
国
有
林

の
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
民
有
林

関
係
者
も
多
く
参
加
し
、
路
網

の
作
設
や
高
性
能
林
業
機
械
の

活
用
な
ど
に
つ
い
て
見
学
や
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

全国の森林管理局による
現地検討会

近畿中国森林管理局による現地検討会
低コスト作業システムの概要などの説明や意見交換を行った

関東森林管理局による現地検討会
簡易で耐久性のある作業路の作設の作業と理論を説明

中部森林管理局による現地検討会
実際にフィールドへ出向き、作業の様子を見学




